
    呼吸器外科呼吸器外科呼吸器外科呼吸器外科        

    

1) 1) 1) 1) 呼吸器外科紹介呼吸器外科紹介呼吸器外科紹介呼吸器外科紹介    

呼吸器外科呼吸器外科呼吸器外科呼吸器外科はははは平成平成平成平成 19191919年年年年 4444月月月月にににに呼吸器呼吸器呼吸器呼吸器ｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰのののの一環一環一環一環としてとしてとしてとして設立設立設立設立されたものでありされたものでありされたものでありされたものであり、、、、現在週現在週現在週現在週

２２２２例例例例のののの手術症例手術症例手術症例手術症例をををを行行行行ってきているってきているってきているってきている。。。。さらにさらにさらにさらに緊急手術緊急手術緊急手術緊急手術などもありなどもありなどもありなどもあり、、、、豊富豊富豊富豊富なななな症例症例症例症例をををを誇誇誇誇るるるる消化消化消化消化

器外科器外科器外科器外科、、、、心臓血管外科心臓血管外科心臓血管外科心臓血管外科とのとのとのとの交流交流交流交流もももも行行行行っておりっておりっておりっており、、、、外科専門医後外科専門医後外科専門医後外科専門医後のののの呼吸器外科専門医呼吸器外科専門医呼吸器外科専門医呼吸器外科専門医をををを目指目指目指目指

すにはすにはすにはすには最適最適最適最適のののの環境環境環境環境であるであるであるである。。。。研修期間中研修期間中研修期間中研修期間中にににに有給有給有給有給でででで心臓血管外科心臓血管外科心臓血管外科心臓血管外科でもでもでもでも、、、、修練修練修練修練をつめるのはをつめるのはをつめるのはをつめるのは、、、、

全国全国全国全国でもでもでもでも当院当院当院当院のみであるのみであるのみであるのみである。。。。    

    

2) 2) 2) 2) 関連学会関連学会関連学会関連学会    

日本外科学会日本外科学会日本外科学会日本外科学会    http://www.jssoc.or.jp/http://www.jssoc.or.jp/http://www.jssoc.or.jp/http://www.jssoc.or.jp/    

日本呼吸器外科学会日本呼吸器外科学会日本呼吸器外科学会日本呼吸器外科学会    http://www.jacshttp://www.jacshttp://www.jacshttp://www.jacsurg.gr.jp/urg.gr.jp/urg.gr.jp/urg.gr.jp/    

日本胸部外科器外科学会日本胸部外科器外科学会日本胸部外科器外科学会日本胸部外科器外科学会    http://www.jpats.org/http://www.jpats.org/http://www.jpats.org/http://www.jpats.org/    

    

3) 3) 3) 3) 施設認定施設認定施設認定施設認定・・・・指導医指導医指導医指導医・・・・専門医専門医専門医専門医    

外科専門医制度修練施設外科専門医制度修練施設外科専門医制度修練施設外科専門医制度修練施設：：：：2020202010101010年年年年1111月月月月1111日日日日～～～～2020202012121212年年年年12121212月月月月31313131日日日日    

呼吸器外科専門医制度基幹施設呼吸器外科専門医制度基幹施設呼吸器外科専門医制度基幹施設呼吸器外科専門医制度基幹施設：：：：2010201020102010年年年年4444月月月月1111日日日日～～～～2015201520152015年年年年3333月月月月31313131日日日日    

三宅三宅三宅三宅    正幸正幸正幸正幸：：：：外科学会指導医専門医外科学会指導医専門医外科学会指導医専門医外科学会指導医専門医・・・・胸部外科学会指導医胸部外科学会指導医胸部外科学会指導医胸部外科学会指導医・・・・呼吸器外科学会指導医専門呼吸器外科学会指導医専門呼吸器外科学会指導医専門呼吸器外科学会指導医専門

医医医医    

薄井薄井薄井薄井    裕治裕治裕治裕治：：：：外科学会指導医専門医外科学会指導医専門医外科学会指導医専門医外科学会指導医専門医・・・・消化器外科学会指導医専門医消化器外科学会指導医専門医消化器外科学会指導医専門医消化器外科学会指導医専門医    

佐藤佐藤佐藤佐藤    文平文平文平文平：：：：外科学会専門医外科学会専門医外科学会専門医外科学会専門医・・・・消化器外科学会専門医消化器外科学会専門医消化器外科学会専門医消化器外科学会専門医    

竹中竹中竹中竹中    一正一正一正一正：：：：呼吸器外科学会専門医呼吸器外科学会専門医呼吸器外科学会専門医呼吸器外科学会専門医・・・・外科学会専門医外科学会専門医外科学会専門医外科学会専門医    

    

4444) ) ) ) 関連学会関連学会関連学会関連学会のののの専門医受験資格専門医受験資格専門医受験資格専門医受験資格    

外科専門医外科専門医外科専門医外科専門医のののの認定認定認定認定についてについてについてについて    

・・・・    修練開始後満修練開始後満修練開始後満修練開始後満 4444 年以上経年以上経年以上経年以上経たたたた段階段階段階段階でででで予備試験予備試験予備試験予備試験（（（（筆記試験筆記試験筆記試験筆記試験））））予備試験合格後予備試験合格後予備試験合格後予備試験合格後、、、、修練開始修練開始修練開始修練開始

後満後満後満後満５５５５年以上経年以上経年以上経年以上経てててて、、、、規定規定規定規定のののの修練修練修練修練をすべてをすべてをすべてをすべて経験経験経験経験したしたしたした段階段階段階段階でででで認定試験認定試験認定試験認定試験（（（（面接試験面接試験面接試験面接試験）；）；）；）；面接面接面接面接

試験受験申請時試験受験申請時試験受験申請時試験受験申請時にはにはにはには外科学会員外科学会員外科学会員外科学会員であることであることであることであること。。。。    

・・・・    認定試験合格後認定試験合格後認定試験合格後認定試験合格後、、、、外科専門医外科専門医外科専門医外科専門医としてとしてとしてとして認定認定認定認定されるされるされるされる。。。。    

・・・・    詳細詳細詳細詳細はははは日本外科学会日本外科学会日本外科学会日本外科学会ののののホームページホームページホームページホームページににににアクセスアクセスアクセスアクセスしてくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

    

呼吸器外科専門医呼吸器外科専門医呼吸器外科専門医呼吸器外科専門医のののの認定認定認定認定についてについてについてについて    

・・・・    外科専門医外科専門医外科専門医外科専門医のののの取得後取得後取得後取得後、、、、3333年以上経年以上経年以上経年以上経たたたた段階段階段階段階でででで、、、、認定試験認定試験認定試験認定試験をををを受受受受けてけてけてけて、、、、呼吸器外科専門医呼吸器外科専門医呼吸器外科専門医呼吸器外科専門医とととと

してしてしてして認定認定認定認定されるされるされるされる。。。。        

5) 5) 5) 5) 関連学会関連学会関連学会関連学会がががが定定定定めためためためた研修研修研修研修カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラム    

外科専門医外科専門医外科専門医外科専門医・・・・呼吸器外科専門医呼吸器外科専門医呼吸器外科専門医呼吸器外科専門医のののの認定認定認定認定をををを希望希望希望希望するものはするものはするものはするものは修練実施計画修練実施計画修練実施計画修練実施計画をををを、、、、外科学会外科学会外科学会外科学会ホーホーホーホー

ムページムページムページムページ、、、、呼吸器外科学会呼吸器外科学会呼吸器外科学会呼吸器外科学会ホームページホームページホームページホームページににににアクセスアクセスアクセスアクセスしししし、、、、修練実施計画修練実施計画修練実施計画修練実施計画をををを登録登録登録登録することすることすることすること。。。。

カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラムはははは外科学会外科学会外科学会外科学会がががが推奨推奨推奨推奨するするするする診療経験診療経験診療経験診療経験（（（（手術症例手術症例手術症例手術症例））））をををを３３３３年以内年以内年以内年以内にににに達成達成達成達成できるようできるようできるようできるよう

編成編成編成編成するするするする。。。。    

    



    

6) 6) 6) 6) 後期研修後期研修後期研修後期研修のののの目標目標目標目標    

研修研修研修研修カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラムにににに沿沿沿沿いいいい研修実績研修実績研修実績研修実績をををを着実着実着実着実にににに積積積積みみみみ、、、、修練開始後修練開始後修練開始後修練開始後３３３３年以内年以内年以内年以内にににに予備試験予備試験予備試験予備試験をををを受験受験受験受験

できるできるできるできる資格資格資格資格をををを得得得得ることることることること。。。。またまたまたまた、、、、論文指導論文指導論文指導論文指導もももも、、、、後述後述後述後述のようにのようにのようにのように、、、、徹底的徹底的徹底的徹底的にににに行行行行うううう。。。。    

外科専門医外科専門医外科専門医外科専門医のののの研修研修研修研修のののの間間間間にににに、、、、呼吸器外科呼吸器外科呼吸器外科呼吸器外科のののの症例症例症例症例もももも十分十分十分十分にこなしにこなしにこなしにこなし、、、、そのそのそのその後後後後のののの呼呼呼呼吸器外科専門吸器外科専門吸器外科専門吸器外科専門

医医医医のののの取得取得取得取得にににに備備備備えるえるえるえる。。。。    

    

7) 7) 7) 7) 目標達成目標達成目標達成目標達成のためののためののためののための戦略戦略戦略戦略のののの特徴特徴特徴特徴    

一人一人一人一人のののの研修医研修医研修医研修医をををを複数複数複数複数のののの医師医師医師医師（（（（臨床経験臨床経験臨床経験臨床経験１５１５１５１５年以上年以上年以上年以上のののの外科医外科医外科医外科医４４４４名名名名））））でででで指導指導指導指導するするするする。。。。初歩的初歩的初歩的初歩的なななな

外科外科外科外科テクニックテクニックテクニックテクニックからからからから専門的専門的専門的専門的ななななテクニックテクニックテクニックテクニックまでまでまでまで段階的段階的段階的段階的にににに修練修練修練修練できるようできるようできるようできるよう配慮配慮配慮配慮するするするする。。。。    

どのどのどのどの医療現場医療現場医療現場医療現場でもでもでもでも通通通通じるようなじるようなじるようなじるような基本的手術手技基本的手術手技基本的手術手技基本的手術手技をををを身身身身につけることがにつけることがにつけることがにつけることが出来出来出来出来るるるる。。。。緊急手術緊急手術緊急手術緊急手術・・・・

待機手術待機手術待機手術待機手術のののの症例症例症例症例はははは豊富豊富豊富豊富でででで、、、、そこよりそこよりそこよりそこより得得得得られるられるられるられる成果成果成果成果はははは必必必必ずやずやずやずや前途有望前途有望前途有望前途有望なななな外科専門医外科専門医外科専門医外科専門医、、、、かつかつかつかつ

呼吸器外科専門医呼吸器外科専門医呼吸器外科専門医呼吸器外科専門医をををを育育育育てるであろうてるであろうてるであろうてるであろう。。。。    

    

8) 8) 8) 8) 年度年度年度年度ごとのごとのごとのごとの研修研修研修研修＜＜＜＜後期外科系後期外科系後期外科系後期外科系コースコースコースコース＞＞＞＞    

下記下記下記下記のようにのようにのようにのように年次的執刀年次的執刀年次的執刀年次的執刀をををを予定予定予定予定するするするする    

・・・・1111年次年次年次年次：：：：自自自自然気然気然気然気胸胸胸胸・・・・VVVVATS(ATS(ATS(ATS(胸胸胸胸腔鏡腔鏡腔鏡腔鏡下手術下手術下手術下手術))))・・・・外来外来外来外来小小小小外科外科外科外科・・・・虫垂切除虫垂切除虫垂切除虫垂切除・・・・ヘルヘルヘルヘルニアニアニアニア根根根根治術治術治術治術    

・・・・2222年次年次年次年次：：：：肺葉切除肺葉切除肺葉切除肺葉切除術術術術・・・・腹腔鏡腹腔鏡腹腔鏡腹腔鏡下下下下胆嚢摘胆嚢摘胆嚢摘胆嚢摘出術出術出術出術・・・・腸閉塞腸閉塞腸閉塞腸閉塞・・・・消化管消化管消化管消化管穿孔穿孔穿孔穿孔    

・・・・3333年次年次年次年次：：：：気気気気管管管管支形支形支形支形成成成成やややや血管血管血管血管再建再建再建再建をををを伴伴伴伴うううう肺癌肺癌肺癌肺癌手術手術手術手術・・・・胃切除胃切除胃切除胃切除術術術術・・・・結腸切除結腸切除結腸切除結腸切除    

    

9) 9) 9) 9) 大大大大学医学医学医学医局局局局とのとのとのとの関連関連関連関連    

京都大京都大京都大京都大学呼吸器外科学学呼吸器外科学学呼吸器外科学学呼吸器外科学教室教室教室教室とととと臨床交流臨床交流臨床交流臨床交流、、、、広島大広島大広島大広島大学呼吸器内科学学呼吸器内科学学呼吸器内科学学呼吸器内科学教室教室教室教室、、、、愛知愛知愛知愛知ががががんんんんセセセセンタンタンタンターーーー

とのとのとのとの研研研研究究究究交流交流交流交流    

    

10) 10) 10) 10) 将将将将来来来来のののの進路進路進路進路    

・・・・武田病武田病武田病武田病院院院院グルグルグルグルーーーーププププのののの病病病病院院院院ででででススススタタタタッッッッフフフフとしてとしてとしてとして勤務勤務勤務勤務できるできるできるできる。。。。    

・・・・大大大大学院学院学院学院進進進進学学学学。。。。    

・・・・関連研関連研関連研関連研究究究究機関機関機関機関とのとのとのとの臨床基臨床基臨床基臨床基礎礎礎礎研研研研究究究究、、、、医学医学医学医学博士博士博士博士取得取得取得取得可能可能可能可能。。。。    

    

11) 11) 11) 11) 研修研修研修研修問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先    

医療医療医療医療法法法法人人人人財団康生財団康生財団康生財団康生会会会会    武田病武田病武田病武田病院院院院    臨臨臨臨床研修床研修床研修床研修委委委委員会員会員会員会    

電子電子電子電子メメメメーーーールルルル・・・・アアアアドレドレドレドレスススス：：：： info@takedahp.or.jp  info@takedahp.or.jp  info@takedahp.or.jp  info@takedahp.or.jp     

    

12) 12) 12) 12) 最最最最近近近近のののの臨床研臨床研臨床研臨床研究発表究発表究発表究発表論文論文論文論文    

1) Hashida, H., Takabayashi, A., Tokuhara, T., Taki, T., Kondo, K., Kohno, N., 1) Hashida, H., Takabayashi, A., Tokuhara, T., Taki, T., Kondo, K., Kohno, N., 1) Hashida, H., Takabayashi, A., Tokuhara, T., Taki, T., Kondo, K., Kohno, N., 1) Hashida, H., Takabayashi, A., Tokuhara, T., Taki, T., Kondo, K., Kohno, N., 

Yamaoka, Y., and Miyake M. Integrin Yamaoka, Y., and Miyake M. Integrin Yamaoka, Y., and Miyake M. Integrin Yamaoka, Y., and Miyake M. Integrin αααα3 Expression as a Prognostic Factor in Colon 3 Expression as a Prognostic Factor in Colon 3 Expression as a Prognostic Factor in Colon 3 Expression as a Prognostic Factor in Colon 
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症例症例症例症例.肺癌肺癌肺癌肺癌47: 397, 2007. 

22227777））））志熊啓志熊啓志熊啓志熊啓, , , , 豊豊豊豊洋洋洋洋次次次次郎郎郎郎, , , , 大政貢大政貢大政貢大政貢, , , , 三宅正幸三宅正幸三宅正幸三宅正幸,. ,. ,. ,. 局所麻酔局所麻酔局所麻酔局所麻酔胸胸胸胸腔鏡腔鏡腔鏡腔鏡下下下下膿膿膿膿胸胸胸胸郭清郭清郭清郭清術術術術についてのについてのについてのについての検討検討検討検討....    

気気気気管管管管支支支支学学学学29: S148, 2007.29: S148, 2007.29: S148, 2007.29: S148, 2007.    

22228888））））志熊啓志熊啓志熊啓志熊啓, , , , 豊豊豊豊洋洋洋洋次次次次郎郎郎郎, , , , 大政貢大政貢大政貢大政貢, , , , 三宅正幸三宅正幸三宅正幸三宅正幸,,. Ehlers,,. Ehlers,,. Ehlers,,. Ehlers----DanlosDanlosDanlosDanlos症症症症候群候群候群候群によるとによるとによるとによると考考考考えられたえられたえられたえられた気気気気

胸胸胸胸のののの一手術例一手術例一手術例一手術例. . . . 日本呼吸器外科学会日本呼吸器外科学会日本呼吸器外科学会日本呼吸器外科学会雑誌雑誌雑誌雑誌 21: 430, 2007. 12) 21: 430, 2007. 12) 21: 430, 2007. 12) 21: 430, 2007. 12)大政貢大政貢大政貢大政貢, , , , 志熊啓志熊啓志熊啓志熊啓, , , , 豊豊豊豊洋洋洋洋次次次次郎郎郎郎, , , , 

三宅正幸三宅正幸三宅正幸三宅正幸,,. ,,. ,,. ,,. 乳癌乳癌乳癌乳癌術後術後術後術後遠隔遠隔遠隔遠隔期期期期にににに胸胸胸胸壁再建壁再建壁再建壁再建    をををを要要要要したしたしたした症例症例症例症例のののの検討検討検討検討. . . . 日本呼吸器外科学会日本呼吸器外科学会日本呼吸器外科学会日本呼吸器外科学会雑誌雑誌雑誌雑誌

21: 500, 2007.21: 500, 2007.21: 500, 2007.21: 500, 2007.    

22229999)))) 豊豊豊豊洋洋洋洋次次次次郎郎郎郎 , , , , 三宅正幸三宅正幸三宅正幸三宅正幸 ,, ,, ,, ,, 大政貢大政貢大政貢大政貢 , , , , 志熊啓志熊啓志熊啓志熊啓 . Bronchopulmonary foregut . Bronchopulmonary foregut . Bronchopulmonary foregut . Bronchopulmonary foregut 

malformation(BPFM)malformation(BPFM)malformation(BPFM)malformation(BPFM)のののの一例一例一例一例. . . . 日本呼吸器外科学会日本呼吸器外科学会日本呼吸器外科学会日本呼吸器外科学会雑誌雑誌雑誌雑誌21: 507, 2007.21: 507, 2007.21: 507, 2007.21: 507, 2007.    

30303030))))    豊豊豊豊洋洋洋洋次次次次郎郎郎郎, , , , 大政貢大政貢大政貢大政貢, , , , 志熊啓志熊啓志熊啓志熊啓, , , , 石田久雄石田久雄石田久雄石田久雄, , , , 三宅正幸三宅正幸三宅正幸三宅正幸,. ,. ,. ,. 胸胸胸胸膜原発巨大腫瘤膜原発巨大腫瘤膜原発巨大腫瘤膜原発巨大腫瘤をををを呈呈呈呈したしたしたした

primitive neuroectodermal tumor(PNET)primitive neuroectodermal tumor(PNET)primitive neuroectodermal tumor(PNET)primitive neuroectodermal tumor(PNET)のののの1111例例例例....日本呼吸器外科学会日本呼吸器外科学会日本呼吸器外科学会日本呼吸器外科学会雑誌雑誌雑誌雑誌 21: 603 21: 603 21: 603 21: 603----607, 607, 607, 607, 

2007.2007.2007.2007.    

31313131))))    志熊啓志熊啓志熊啓志熊啓, , , , 大政貢大政貢大政貢大政貢, , , , 豊豊豊豊洋洋洋洋次次次次郎郎郎郎, , , , 三宅正幸三宅正幸三宅正幸三宅正幸,. ,. ,. ,. 胸胸胸胸腔鏡腔鏡腔鏡腔鏡下下下下にににに緊急手術緊急手術緊急手術緊急手術をををを行行行行ったったったった自自自自然然然然血血血血気気気気胸胸胸胸のののの6666

例例例例. . . . 日本呼吸器外科学会日本呼吸器外科学会日本呼吸器外科学会日本呼吸器外科学会雑誌雑誌雑誌雑誌21: 95021: 95021: 95021: 950----654, 2007. 654, 2007. 654, 2007. 654, 2007.     

    

    

11113333))))    研修研修研修研修問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先    

医療医療医療医療法法法法人人人人財団康生財団康生財団康生財団康生会会会会    武田病武田病武田病武田病院院院院    臨床研修臨床研修臨床研修臨床研修委委委委員会員会員会員会    

電子電子電子電子メメメメーーーールルルル・・・・アアアアドレドレドレドレスススス: info@takedahp.or.jp: info@takedahp.or.jp: info@takedahp.or.jp: info@takedahp.or.jp 


